
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     8 月 19 日(土)鈴鹿組で第 2 回ご縁ウォークが、 

     今年は東海道関宿にある、延命寺さんを会場に 

     開催され、老若男女参加されました。本堂で『讃 

     仏偈』のあと、お寺の沿革、ご法話があり、参加者 

     紹介、ふれあいゲームを楽しみました。そして、 

     旧東海道の関宿の街並みをボランティアガイドさん 

     の説明を聞きながらウォーキング。お寺も参拝しな 

がら、ゆっくりとまわりました。今は国道沿いで、 

スタンド経営をされていますが、見学させていただ 

いた油屋さんでは、当時行燈の油と、頭に塗ってい 

た椿油の甕が、家の中に今も収められていました。 

往時の面影の中に今の暮らしが息づいています。  

8 月 16 日(水)午後 2 時より灯籠送り・歓喜会法要が厳修されました。 

今年は、十五仏の法縁でした。それぞれのお方を偲びつつ、有縁の 

方々がご参拝されました。阿弥陀如来の本願のはたらき(南無阿弥陀 

仏)によって浄土に生まれ、阿弥陀さまと同じ悟りを開かせていただ 

く。仏さまに成らせていただいたいのちは、智慧と慈悲のはたらき 

となってこの世に還ってきてくださいます。有縁の方々を、すべて 

のいのちを救わずにはおれないと、願い、導いていてくださってい 

るのです。仏さまは、いつでも、どこでも、この私を照らし、包み 

込み、私の人生を仏道に、浄土へと歩ませていただく身にお育てくださるのです。その仏さまとなられたこ

とを灯籠の灯として、形と表わして盂蘭盆会の法要でいとなんできました。今あらためて、死んでしまいに

なったいのちではありません。「ひかりといのちきわまりない」仏さまは、合わす手に、南無阿弥陀仏と称

える中に、おはたらきくださっているのです。これからも、様々に仏縁を大切にしてまいりましょう。 

光に照らされて、盂蘭盆会 

8 月 6 日(火)台風が心配 

されましたが、お盆を迎 

えるにあたり、仏具のお 

みがきをしていただき

ました。同時に内陣の清掃も、井関さんにお手伝い

いただき天井、梁もきれいになりました。 

仏具も、新聞や金ブラシでゴシゴシと汚れを取り 

薬を付けて磨き上げます。 

また、油で汚れた皿もきれ 

いにしていただきました。 

手に力を込め、でも口は和 

気あいあいと、皆さまあり 

がとうございました。 

第 6 条 みんなちがって、それぞれにいい 

同じことを前にしても、感じ方はちがいます。人それぞれであるということ。  

どちらが重たくて、どちらが軽いということは 本当はありません。 

ただ「そう感じている」ということが真実なのです。  

感じるままに。ちがいをちがいのままにリブオン「大切な人をなくした人のための権利条約」より 

8 月 16 日(水)今年の盆 

汁は中組が当番です。 

年に一度旧の正月とお 

盆の親鸞聖人御命日に 

順番に各組が集いお講 

をつとめ、仏法聴聞の

ご縁と、食事をして親睦を深めてまいりました。 

夏はさっぱりのちらしずしをおいしくいただきま

した。ありがとうございました。 
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を
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だ
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青
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梵
字
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み
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化
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病
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散
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や
不
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多
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歪
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遠
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れ
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け
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初
秋
の
取
入
れ
が
始
ま
る
候
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
バ

イ
ン
が
忙
く
、
楽
し
そ
う
に
動
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

お
米
は
、
八
十
八
と
書
き
ま
す
。
一
粒
の
実
り
に
は
水

や
季
節
や
人
の
力
な
ど
様
々
な
お
か
げ
で
授
か
っ
た

も
の
で
す
。
な
も
あ
み
だ
ぶ
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
大
事
に

て
。 

札
幌
市 

大
島 光

子 

さ
ん 

八
月
に
入
り
広
島
、
長
崎
の
原
爆
投
下
記
念
式

典
が
連
日
Ｔ
Ｖ
に
て
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
心
に
誓
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
先
日
あ
る
高
校
野
球
の

補
欠
選
手
が
、
監
督
の
裁
量
で
親
善
試
合
に
出

場
し
、
良
い
成
績
を
残
せ
た
な
ら
正
選
手
と
し

て
登
録
さ
れ
る
、
と
い
う
内
容
の
番
組
を
見
ま

し
た
。
補
欠
選
手
は
親
善
試
合
に
て
、
残
念
な

が
ら
、
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
ち
良
い
成
績

を
残
せ
ず
に
、
正
選
手
に
は
成
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
学
生
時
代
を
最
後
ま
で
補
欠
選
手
と
し

て
終
わ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
彼
が
、
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
挑
戦
で
き
た
、
さ
せ
て

も
ら
え
た
こ
と
で
心
の
悔
い
が
少
し
は
消
え

た
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
実
は
、
私
も
学
生
時

代
競
技
は
違
う
が
、
補
欠
選
手
と
し
て
終
え
た

事
が
あ
り
、
自
分
を
重
ね
て
Ｔ
Ｖ
を
観
て
い
ま

し
た
。
私
の
場
合
は
、
家
が
自
営
業
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
後
を
継
ぐ
た
め
に
、
体
力
と
根
性
を

鍛
え
る
た
め
と
、
補
欠
で
も
何
の
悔
い
は
無
い

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
補
欠
選
手
の
学
生

時
代
を
終
え
ま
し
た
。
今
、
こ
の
頃
学
生
時
代

を
思
い
出
す
時
に
、
ボ
ー
ル
、
ス
パ
イ
ク
の
磨

き
、
諸
先
輩(

正
選
手)

の
世
話
が
主
で
あ
り
、

往
時
の
監
督
が
そ
の
様
な
方(

裁
量
の
有
る
監

督)

で
あ
っ
た
ら
、
私
の
人
生
観
も
少
し
は
変

わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
な
ー
と
考
え
る

次
第
で
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
海
道
大
島
義
勝

さ
ん 

 

 

朝
倉
市 

森
田 

瑛
子 

さ
ん 

八
幡
町
横
山
さ
ん
と
ご
姉
弟

で
東
京
在
住
の
小
笠
原
様
と

の
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
短
歌
ｄ
ｅ
胸
キ
ュ
ン
」
に

ご
出
演
の
歌
人
佐
伯
裕
子
様

の
門
弟
と
し
て
親
し
く
さ
れ

永
く
歌
を
詠
ま
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
神
宮
の
献
詠
短
歌
に

も
入
選
な
さ
っ
た
り
、
感
性

豊
か
に
表
現
が
伝
わ
っ
て
く

る
素
晴
ら
し
い
歌
を
寄
稿
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
神
宮
観
月
会 

応
募
作
品
入
選
歌
」 

宮
川
の 

 

清
き
流
れ
の
川
底
に 

 

ね
む
る
小
石
に 

朝
日
さ
し
く
る 

 
 

「
米
」 

い
か
る
が
の 

秋
の
実
り
の
古
代
米 

 
 

 

根
を
張
る
そ
ば
に 

 
 

 

い
な
ご
と
び
か
ふ 

 
 
 

 
 

 

小
笠
原
孝
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